
200 nmからの粒子カウントを実現

精密粒度分布測定装置

Multisizer 4e

ISO13319準拠準拠



Multisizer 4eとは

あなたの研究を強力にサポートする精密粒度分布測定装置「Multisizer 4e」の登場です。

Multisizer 4eは、電気的検知帯法（Electrical Sensing Zone）として知られるコールター原理を用いて、一度に個数、体積、
面積の粒子径分布を 0.2～1,600μmの範囲で測定する、最も高精度かつ多機能な粒子径分布および粒子数カウント装置 
です。粒子を実測するため、粒子の色、形状、組成、屈折率などの影響を一切受けない、高性能で信頼性の高い製品です。

Multisizer 4eの最高性能は、最高のテクノロジーに支えられています。「コールター原理」は、高分解能かつ高精度で粒子の 
体積を実測できる唯一のテクノロジーです。加えて、最新のデジタルパルスプロセッサ（DPP ：Digital Pulse Processor）を   
搭載し、他の追従を許さない超高分解能・高精度なデータを提供します。Multisizer 4eは、あらゆる粒子物性の研究開発に対応
するだけではなく、製品の Quality Control にもまた、その実力を発揮します。そして、どなたでも簡単にご利用いただける  
よう "User Friendly" をコンセプトに開発し、従来品に比べ、飛躍的に操作性が向上しました。
Multisizer 4eは、粒子径分布および粒子数カウントに関するあらゆる研究をサポートし、さまざまなニーズに的確にお応えします。

コールター原理は、電気的検知帯法を利用した原理で、粒子が検知帯（アパチャー感応領域）を通過する際に生じる、2電極間の電気抵抗の

変化を測定します。電解質溶液中に懸濁させた粒子が、バキュームによりアパチャー（細孔）の検知帯を通過する際に、粒子体積分の電解液

が排除されます。この排除された電解液の体積を電圧パルスとして測定します。このパルスの大きさが粒子体積に、パルスの発生数が粒子

数になります。これによって、粒子の正確な体積から粒子径（粒度分布）と粒子数を測定することができます。

Multisizer 4eの構成とコールター原理



DPP（デジタルパルスプロセッサ）搭載
Multisizer4eは、パワーアップした最新のDPP技術を搭載しています。DPPが測定したアナログ   
信号を高速デジタル化し、高精度分析のためのマルチパラメータ処理（パルスデータの記録）を
することで、超高分解能の粒子径分布に再解析することができます。また、パルスデータをすべ
て記録するため、再測定は不要。すぐに多数のフォーマットの対応や、データの再解析ができます。

グローバルスタンダード
●コールター原理は、全世界で6,000件以上の文献で掲載されています。またASTM*では9分野で  
採用されています。
*American Society of Testing and Materials（米国材料試験協会）

● Multisizer は、国際規格 ISO 13319に完全準拠します。また、国内規格JIS 6001（精密研磨用
微粉の粒子径測定）に推奨されています。

OQプログラム



Multisizer 4eは、新しい自動調整機能を搭載し、最高性能を有する精密粒度分布測定装置に生まれ変わりました。この自動調整機能により、

サンプルの測定に必要な条件を自動で設定でき、信頼できる測定結果が得られます。特にEZAccess（電解液マネージメントシステム）に

より、試薬を節約できるだけでなく、取り扱いもシンプルになりました。

Multisizer 4eなら、Step1・2で測定開始！Multisizer 4eのソフトウエアは、すべてのユーザ

の使いやすさを追求して設計されています。

標準操作手順書（SOP）の搭載により、アプリケー

ション、オペレータ、装置および設置場所などを   

問わず、いつでも同じ条件で測定でき、安定した

データが得られます。



ベックマン・コールターは、OQプログラムを通じて製造工程における品質管理基準への準拠をお手伝いいたします。OQプログラムでは

米国標準技術研究所（NIST）で定められた基準に従い、校正を行った標準測定器を使用し、稼働性能適格性確認を行います。また、測定器

のトレーサビリティのある校正証明書を提供します。お客様がご自身で標準測定器を購入したり、測定器を毎年校正したりする必要があり

ません。

●標準測定器のトレーサビリティ
●ガイドラインに対応したドキュメント作成
稼働性能適格性確認に関するすべてのドキュメントを、冊子にま

とめます。

●労力の軽減
規則当局が要求している稼働性能適格性確認を代行します。

●高い技術を持ったフィールドエンジニア
専門のトレーニングを継続して受けているエンジニアが確認プロ

グラムを行います。

●世界共通のプロトコールにて実施
世界中のベックマン・コールターで使用しているスタンダードプロ

グラムで実施します。

データの信頼性を担保する稼働性能適格性確認プログラム
– Operational Qualiffiication（OQ）Program –

ベックマン・コールターは厳しい規制が求められる分野でのニーズを十分に理解し、FDA 21 CFR 

Part 11に対応する製品を展開しています。

Multisizer 4eのソフトウエアで、「21 CFR Part 11」のオプション機能を選択すると、自動的にこの規

制に準拠するために必要なレベルのセキュリティを構成するため、安心してお使いいただけます。

FDA 21 CFR Part 11準拠
●電子署名の構成と管理
● ID、パスワードの管理
●ユーザ権限の管理
●履歴の管理（Audit Trail）

Multisizer 4eは、国際的に定められた標準値のトレーサビリティ※1を確保しています。そのため球相当径（粒子と同体積の球の直径）の  

測定時に、非常に正確な値を提供します。

Multisizer 4e



コールター原理は、生物学的な細胞・細菌から材料の微粒子まで、さまざまな分野で、粒子径と粒子カウントの測定法として使用
されており、全世界で 6,000 件以上の文献に掲載された実績があります。Multisizer 4eは、コールター原理を用いてあらゆる
サンプルの測定に対応します。

近年、ナノバブルはその特異な性質から環境・医療等への応用が 

計られています。しかし、バブルが小さくなると、バブル液が透明 

となり、散乱光を得られなくなるため、レーザを利用する測定装置

では正確に測定することが困難になります。コールター原理を   

用いた Multisizer 4eなら、サイズと濃度を正確に測定できます。

磁性ビーズを使ってDNA / RNAを分離する手法にもコールター

原理が用いられています。分離の効率と再現性は、磁性ビーズの 

サイズと関連しており、Multisizer 4eなら粒子径と濃度を正確に  

測定できます。

バイコマイシン耐性黄色ブドウ球菌（VRSA）は、細胞壁がわずかに

厚くなっているため薬が効かず、院内感染が起こりやすいとされて

います。Multisizer 4eなら、このようなブドウ球菌の細胞壁のわず

かな違いを大きさの差として検出し、簡単にかつ正確に分析できます。



Multisizer 4eは、数秒～数時間毎に周期的に起こる細胞径と体積

変化を検出します。オーバーレイ機能（重ね描き）を使用すれば、

異なったサイズの差が一目で判別できます。

普通の脂肪細胞と肥満症と診られる脂肪細胞を、オスミウム固定

法を用いて、Multisizer 4eで測定した結果を右図に示しています。

この2種類の脂肪細胞を直径ベースで計算した場合、約2倍の差

がありましたが、体積ベースでは約10倍の差となりました。コール

ター原理は、脂肪細胞の体積を測定する際、微小なサイズ（体積）の

変化を捉えるのに有効な方法です。

半導体の平坦化工程で研磨剤として使われている CMP スラリー

の1次粒子は約0.1μmですが、1μm以上の粗大・凝集粒子も存在

しています。この1μm以上の粗大・凝集粒子は、半導体の平坦化   

工程の中でマイクロスクラッチを起こす原因の1つであるため、  

微量な粗大・凝集粒子を高精度でカウントする必要があります。

Multisizer 4eなら、1μm以上の粗大・凝集粒子を簡単かつ高精度

に定量的に検査します。
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精密粒度分布測定装置 Multisizer 4e
主な仕様

PC9003
2020.1.1000（L）

（直径）0.2 ～ 1,600μm
（体積）0.004 ～ 2.145 × 109 fL（μm3）

OQプログラム（稼動性能適格性確認プログラム）

（H）mm

10 ～ 2,000μm（公称直径）

Windows®10


